
平成２７年度 指定管理者年度総合評価表 
（平成２７年４月～平成２８年３月実施分） 

 

作 成 日 平成２８年 ６月 １日 

 

■指定管理者概要 

施 設 名 八戸駅東口広場駐車場・八戸駅西口広場駐車場 

所 在 地 
（東口） 八戸市大字尻内町字内矢沢 15番地 21 

（西口） 八戸市大字尻内町字内矢沢 15番地 22 

施 設 概 要 

収容台数    （東口）15台 （西口）55台 

供用時間     午前０時から午後 12時まで（24時間／年中無休） 

入出場可能時間  午前０時から午後 12時まで 

指定管理者 

名 称 株式会社 清掃テクノサービス 

代 表 者 代表取締役 工藤義弘 

所 在 地 八戸市城下四丁目 12番 5号 

指 定 期 間 平成２６年４月 1日 ～ 平成３１年３月３１日 

指定管理者 

の 業 務 

・本施設の利用に関する業務 

・本施設の施設、設備等の維持管理に関する業務 

・本施設の管理業務に付随して必要となる附帯業務 

市 所 管 課 

（問合せ先） 

都市整備部都市政策課 交通政策グループ 

電 話 0178-43-2111 内線 4712 

E-mail toshisei@city.hachinohe.aomori.jp 

 

■指定管理者による自己評価 

評 価 

 平成 27年度における八戸駅東西口広場駐車場の使用料収入、利用台数及び無料となる 30分

未満の利用台数は、いずれも前年度より増加となりました。 

 昨年から引き続き、東口にて駐車待ちをしている利用者に口頭で西口広場駐車場の周知広報

を行い、西口広場駐車場の利用を促進したところ、西口広場駐車場の利用台数は昨年と比べ

7,493 台増となりました。またこのことは、東口広場駐車場の混雑緩和に結びついているもの

と思います。 

 入口及び出口が共に混雑する際は、優先して精算機脇にて駐車券及び利用料金の受渡しを行

っておりますが、精算機脇から入口は死角であるため、入庫を待ちきれず入口手前に車輌を放

置して駅に向かわれたことに気付かず、その結果、他の利用者が放置車両をよけながら入庫待

ちをしなければならなくなった事例が１件ありました。 

 入庫・出庫待ちの車列から抜けたい、あるいはやむを得ず車輌から離れなければならない状

況に対し、係員に申し出ていただく旨の案内看板を設置することにより、この事例に対応した

いと思います。 

 その他、苦情については平成 26年度の１件に対し平成 27年度は０件となり、目標を達成す

ることができました。 

今後の目標 

・ 長時間利用者と見受けられる方へ積極的な声かけを行い、当駐車場の設置趣旨を理解してい

ただき、短時間利用者数の増加に努める。 

・ 利用者へ駐車券や利用料金の受け渡しを手伝い、出入口の混雑緩和に努める。 

・ 苦情件数０を目標とし、丁寧な接客に努める。 

・ 西口広場駐車場の周知活動を更に強化し、東口の混雑緩和に努める。 

 

  



八戸駅東口広場駐車場・八戸駅西口広場駐車場 

■市（所管課）の総合評価 

評 価 

｢良｣ 

・事故発生報告等を迅速に行い、駐車場の適正な管理運営に努めていた。 

・東口広場駐車場にて駐車待ちをしている利用者に西口広場駐車場の周知広報を行い、東口広

場駐車場の混雑緩和に努めており、ささいな苦情、要望に対しても誠実かつ適切に対応して

いた。 

指摘事項 ・引き続き、西口広場駐車場の周知広報を行い、東口広場駐車場の混雑緩和に努めること。 

 

 

[評価：◎非常に良い、○良い、△やや悪い、×悪い、―評価不能] 

■管理運営状況に係る個別評価 

１ 管理状況 

  

  

指標 評価 評価に対する説明 

開館時間、休館日の運用 ○ 駐車場条例が遵守されていた。 

法令の遵守 ○ 関係法令を遵守していると認められた。 

適正な人員配置 ○ 人員を適正に配置していた。 

従事者の労働環境確保 ○ 労働関係法令が遵守されていた。 

従事者の教育・研修 ○ 従事者の教育や研修が適切に行われていた。 

緊急事態への対応 ○ 事故、災害等の緊急事態への対応（準備）が十分できていた。 

文書の管理保存 ○ 
文書取扱規程が整備され、作成、受領した文書が適切に管理されてい

た。 

報告書等の提出 ○ 
事業計画、月例報告書、事業報告書、その他報告等が適切に提出され

ていた。 

使用料の徴収事務 

※徴収委託をしている場合 
○ 使用料等の徴収事務が適切に行われていた。 

口座管理、経理の区分 ○ 
指定管理業務に関する収支は専用口座で管理し、経理区分も整理され

ていた。 

通帳、印鑑の管理 ○ 社内での取り扱いに従い、適正に管理されていた。 

管理物件に対する損害 

賠償、第三者への賠償 
― 事例なし。 

付保する保険 

※協定書で指定管理者に保

険加入を指定している場合 

○ 協定書で指定する保険に加入していた。 

指定管理開始前における準

備 
― 

21 年度から 25年度、26年度から 30年度と継続して指定管理者の指

定を受けているので、対応なし。 



八戸駅東口広場駐車場・八戸駅西口広場駐車場 

管理終了後における引継ぎ ― 
21 年度から 25年度、26年度から 30年度と継続して指定管理者の指

定を受けているので、引継ぎなし。 

重要事項の変更の届出 ― 届出の必要な事例なし。 

施設の使用許可及び条件 ○ 駐車場条例、規則に基づき適切に行われていた。 

施設、設備の保守管理 ○ 施設、設備の保守管理（点検や修繕等）が適切に行われていた。 

備品の管理 ○ 備品の管理（点検や修繕等）が適切に行われていた。 

清掃業務、警備業務、 

その他必要な管理業務 
○ 清掃業務、警備業務、その他必要な管理業務が適切に行われていた。 

 

２ 運営状況 

  

  

指標 評価 評価に対する説明 

駐車場利用状況 ◎ 

利用台数、収入共に前年実績を上回った。 

平成 26年度実績  利用台数 311,892 台  収入 13,314 千円

平成 27年度実績  利用台数 322,733 台  収入 13,796 千円 

(平成 27年度目標  利用台数  －     収入 12,200 千円) 

前年比較            103.5％      103.6％ 

その他の取組 

（運営に関する工夫） 
◎ 

長時間利用者と見受けられる方に周辺駐車場の利用を勧める等の積

極的な声掛けを行い、協力的に他の駐車場を利用していただいた結

果、短時間利用の促進に効果があった。 

30 分未満利用台数  平成 26年度：267,582 台 

平成 27年度：278,460 台（10,878 台増） 

 

３ 収支状況 

  

  

指標 評価 評価に対する説明 

指定管理業務の収支状況 ○ 

収支計画を達成し、黒字であった。 

（単位：円） 

 項目 収支計画 収支実績 前年度実績 

収
入
① 

指 定 管 理 料 20,693,000 20,693,000 20,693,000 

修 繕 料 繰 越 金 117,050 117,050 0 

計 20,810,050 20,810,050 20,693,000 

支
出
② 

人 件 費 15,286,000 13,585,262 13,687,102 

維 持 管 理 経 費 4,972,050 4,159,828 4,408,085 

事業費・一般事務費 552,000 476,973 443,914 

計 20,810,050 18,222,063 18,539,101 

次年度修繕料繰越金③ 0 82,640 117,050 

収入－支出(①-②-③) 0 2,505,347 2,036,849 
 

 

 

 

 

 

 

 



八戸駅東口広場駐車場・八戸駅西口広場駐車場 

４ 運営に係る体制整備状況等の状況  

  

  

指標 評価 評価に対する説明 

利用者満足度の把握 ○ 

H27 年８月に 240件のアンケートを実施した。 

その結果、駐車場の清掃の状態及び係員の対応について、それぞれ 99%

の方から、満足との評価を得ていた。 

施設概要(利用方法)の周知 ○ 
駐車料金や利用可能車両に関する案内板の随時見直し及び更新を行

い、積極的に周知していた。 

苦情・要望等の受付体制 ○ 苦情・要望等の受付体制を明示し、周知していた。 

苦情・要望等への対応 － 

苦情・要望等が無かった。 

平成 26年度実績（苦情：１件、要望：０件） 

平成 27年度実績（苦情：０件、要望：０件） 

個人情報の保護 ○ 個人情報保護の規程が整備され、遵守されていた。（運用実績なし） 

情報公開 ○ 情報公開の規程が整備され、遵守されていた。（運用実績なし） 

秘密保持義務 ○ 秘密保持義務が守られ、適切に対応されていた。 

環境への配慮 ○ 
環境に配慮した、物品購入、省エネルギーへの取組、リサイクルの推

進等が適切に行われていた。 

 

■他の事業評価実施状況 

１ セルフモニタリング  

  

  
自主点検状況 

実施状況 

・全自動精算機等保守点検（３回実施） 

 異常があったときには、遅滞無く市に報告し改善に努めた。 

 

２ 定期モニタリング  

  

  
定期報告状況 

実施状況 

・ 指定管理者から提出される「業務日報」と「収入日報」により、利用台数や収入金額、

また問題点等が無いか確認した。 

・月例報告書、事業報告書が遅滞なく提出され、内容も適切であった。 

 

３ 随時モニタリング  

  

  

  

  

実地調査状況 

実施回数 実施日 実施者 実施内容 

12 回 月１～２回 担当 

・事故発生報告を受けての現場確認 

・修繕時の現場確認 

・駐車場内の見回り等 

実施結果 

・報告のあった事故について、事故後の処理が迅速に行われていた。 

・適切な修繕が実施され破損した箇所が原状回復されていた。 

 


